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（2）読書志向と自己教育力との関連
読書好悪と自己教育力総得点および７つの特性毎の得点との相関を調べたところ、
調査１・調査２ともに、「主体的思考」との間に正の相関が認められた。調査１につ
いては、１%水準で有意（ｒ=.332）、調査２では、５%水準で有意（ｒ=.262）であっ
た。本を読むことが好きであるかどうかが、自己教育力の特性のうち「主体的思考」
と関連があることがわかった。
読書量との関連については、調査１の「主体的思考」との間に正の相関（ｒ＝.255、
p＜.05）が認められ、調査２では相関は認められず、入学時には高校時代の読書量の
多かった者ほど「主体的思考」の得点が高いこと、約４ヶ月後には関連がみられない
ことが示された。
次に、高校３年間の読書量について上位約30%と下位約30%をそれぞれ高群・低群
として、自己教育力得点の平均値を比較した。高群の範囲は、高校３年間に読んだ本
の冊数10冊以上、低群は０～３冊である。ｔ検定の結果、「主体的思考」の得点につ
いて、調査１の低群（1.88）と高群（3.13）の間に１%水準で有意差が、調査２につ
いて有意傾向（p＜.065）がみられ、いずれも高校時代の読書量の多い群の得点が高
いことが明らかとなった。
以上、読書志向（読書好悪・読書量）と自己教育力に関連がみられることが明らか
となり、入学後の教育的アプローチの一環として、読書への誘い・指導が自己教育力
を高める可能性について示唆された。
まとめ
保育学生の自己教育力の実態とその変化等について検討するため、入学直後から約
４ヶ月の短期縦断調査を実施して分析した結果、以下のことが明らかとなった。
１．全調査対象者の自己教育力の実態としては、特性毎にみると「自己実現」の平
均得点が高く、「課題意識」・「自主性」が低く示された。保育者になるという
将来の目標に向かって努力して成長したいという気持ちやその自信がうかがわ
れる一方で、現実の毎日の授業に取り組む意欲や自ら学ぼうという積極性に乏
しい学生の姿が浮かび上がった。
２．自己教育力の変化としては、入学時の自己教育力得点の低群については、「自
己評価」が有意に上昇した一方で、「自己実現」が有意に低下したことが明ら
かとなった。高群には「自己実現」の変化はみられなかったことから、低群に
関しては、入学後のカリキュラムや教育環境が自己教育力を引き上げるために
必ずしも有効とはなっていないことが推察され、今後、背景要因や教育効果等
との関連を調査することの必要性が示唆された。とくに、「自己実現」を構成
する項目は、梶田（前掲）７）によるインベントリーの「成長・発展への志向」
や「自信・プライド・安定性」に相当し、将来の目標に向かっての志や自信が、
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入学後わずか４ヶ月の間に低下した背景要因を探ることは、養成教育のあり方
を検討するための喫緊の課題と考えられる。
３．自己教育力得点高群の変化としては、総得点については有意差は認められなか
ったが、各特性ほぼ全般に保持または上昇が示され、うち「課題意識」（授業
や自主学習に対する意欲）が有意に上昇したことが認められた。入学当初に自
己教育力の高かった学生については、１年次前期４ヶ月間の教育課程を経てい
っそう勉学への意欲が高まったことが明らかとなり、教育効果がうかがわれ
た。
４．自己教育力育成のための関連要因の一つとして、読書志向との関係を検討した
ところ、各特性のうち「主体的思考」との関連が認められた。この結果から、
入学後に読書指導や図書館活用指導を行うといった教育的アプローチが学生の
自己教育力を高める可能性について示唆された。
今後の課題
本研究は、自己教育力の変化に関する縦断的研究のパイロットスタディとして、入
学直後からの約４ヶ月間という短期間の縦断的調査によるデータを分析したものであ
り、その後の自己教育力の変化はとらえることができていない。今後、本調査を実施
する際には、入学から一年後、二年後（卒業時）までの自己教育力の変化を明らかに
できるような縦断的調査を計画したいと考えている。
また、本研究では、自己教育力育成の関連要因の一つとして、入学前（高校３年間）
の読書量をデータとして読書志向との関連を検討した。先行研究においては、入学後
各期の「図書館の利用が自己教育力に関係がある可能性が示唆され、その重要性が示
唆され」（牧野ら，前掲，P.7）６）たと報告されている。今後は、入学後の図書館利用
頻度を調査項目に加えることによって、図書館活用との関連についても検討し、教育
的アプローチの一環として、読書指導が自己教育力育成に有効であることを検証して
みたい。
今後も保育学生の「自己教育力」育成の観点から研究を重ね、保育者養成教育につ
いて検討するための基礎的資料を積み上げたいと考えている。
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